






5.まとめ 

山口県の学校検尿は,早期発見,早期管理・治療という所期の目的を必ずしも達していると

はいえなかった。そのため,昭和 61 年度から採用することになった新しい学校検尿の方式

について記述した。また,これまでの学校検尿で発見した先天性近位尿細管性機能異常症の

兄弟例を報告した。 


